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バージョン情報

バージョン情報

AXIS Sensor Metrics Dashboardを使用すると、装置に接続されているセンサーから構造化された方法でデー
タを収集し、保存できます。

サポートされている装置のリストは、axis.comにある製品ページで確認できます。

サポートされているセンサー
現在サポートされているセンサーのリスト:

• Axis内蔵加速度センサー。

• RS232シリアルポートモードを使用する衛星ナビゲーションシステム。

• IPまたはRS485シリアルポートモードを使用するすべてのシングルレジスタデータホルダーModbus装置。

注
使用するシリアルポートモードを選択する必要があります。

Modbusデータソースは1つのレジスタからのみ読み取ります。より多くのレジスタにアクセスするには、
さらにデータソースを追加します。
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開始する

開始する

アプリケーションのダウンロードとインストール
アプリケーションをインストールするには、AXIS Sensor Metric Dashboardの製品ページにアクセスし、最新
バージョンをダウンロードします。アプリケーションをインストールするカメラにログインし、以下の手順に
従います。

1. [Apps][Apps][Apps] (((アアアプププリリリ))) に移動します。

2. [AddAddAdd appappapp (((アアアプププリリリののの追追追加加加)))] をクリックします。

3. ダウンロードフォルダー内のファイルを選択します。

4. [イイインンンススストトトーーールルル] をクリックします。

5. アプリを起動すると、アプリがアクティブ化されます。

注
アプリケーションをアップグレードするには、新しいバージョンをインストールするだけです。以前の
バージョンをアンインストールする必要はありません。
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アプリケーションの設定

アプリケーションの設定

AXIS Sensor Metrics Dashboardにデータソースを追加する
1. 装置のインターフェースにログインします。

2. [Apps][Apps][Apps] (((アアアプププリリリ))) に移動します。

3. AXISAXISAXIS SensorSensorSensor MetricsMetricsMetrics DashboardDashboardDashboard に移動し、[OpenOpenOpen (((開開開くくく)))] をクリックします。

4. [DataDataData sourcessourcessources (((デデデーーータタタソソソーーーススス)))] に移動します。

5. [+++ AddAddAdd datadatadata sourcesourcesource (((デデデーーータタタソソソーーースススののの追追追加加加)))] をクリックします。

6. ソースの名前を入力します。

7. ドロップダウンメニューでタイプを選択します。

8. タイプ固有の設定を行います。

データファイルをダウンロードする
収集したセンサーメトリックデータをファイルにダウンロードし、Microsoft® Excelなどのアプリケーションでよ
り便利に使用できます。ファイル形式はCSVです。

1. [DataDataData filesfilesfiles (((デデデーーータタタフフファァァイイイルルル)))] に移動します。

2. ダウンロードするファイルを選択します。

3. ファイル名の横にあるダウンロードアイコンをクリックします。

ファイルサイズによっては、ダウンロードに時間がかかる場合があります。

注
経度と緯度のGPSデータ列はラジアンで表示されます。

データソースを削除する
不要になったセンサーメトリックデータソースを削除することもできます。そのソースからのデータは収集され
なくなりますが、そのソースから保存されたデータには影響しません。

1. [SourcesSourcesSources (((ソソソーーーススス)))] に移動します。

2. 削除するソースのメニューボタンをクリックします。

3. ドロップダウンメニューで [RemoveRemoveRemove (((削削削除除除)))] を選択します。

4. [[[はははいいい] をクリックして確認します。
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センサーの接続

センサーの接続

ネットワークまたはシリアルポートを使用して、センサーをメインユニットに接続できます。

ModbusModbusModbus overoverover IP:IP:IP:

センサーをカメラと同じWi-Fiネットワークに接続します。必ずカメラと同じサブネット内のIPアドレスを
割り当ててください。

シシシリリリアアアルルル経経経由由由のののModbus:Modbus:Modbus:

Modbusシリアル (RS485) 装置をカメラのシリアルポートに接続します。F9114/F9111シリアルポートのピン配置の
説明はF9114ユーザーマニュアルに記載されています。

GPS:GPS:GPS:

GPS (RS232) をカメラのシリアルポートの正しいピンに接続します。 F9114/F9111シリアルポートのピン配置の説
明はF9111ユーザーマニュアルに記載されています。
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シリアルModbusデータソースを追加する

シリアルModbusデータソースを追加する

この使用例では、シリアル接続を介してModbusデータソースを追加します。

1. [+++ AddAddAdd DataDataData (((デデデーーータタタののの追追追加加加)))] をクリックします。

2. ソースの名前を入力します。

3. [TTTypeypeype (((タタタイイイプププ)))] ドロップダウンメニューで [ModbusModbusModbus overoverover SerialSerialSerial (((シシシリリリアアアルルル経経経由由由のののModbus)Modbus)Modbus) ] を選択します。

4. [CurrentCurrentCurrent serialserialserial portportport configurationconfigurationconfiguration ononon mainmainmain unitunitunit (((メメメイイインンンユユユニニニッッットトトののの現現現在在在のののシシシリリリアアアルルルポポポーーートトト設設設定定定)))] リンク
をクリックして、Modbus装置の要件に一致するようにシリアルポートを設定します。

5. アプリケーションに戻り、[DeviceDeviceDevice IDIDID (((デデデバババイイイスススID)ID)ID)] を設定します。必要に応じて、Modbusベンダー
のマニュアルを参照してください。

6. 読み取り元の [RegisterRegisterRegister (((レレレジジジスススタタタ)))] を設定します。通常、これはベンダーのマニュアルにも記載され
ています。

7. [ScalingScalingScaling (((スススケケケーーーリリリンンングググ)))] と [OffsetOffsetOffset (((オオオフフフセセセッッットトト)))] を指定します。これを使用して、センサーデータの
測定単位を変換できます。

8. [TTTestestest readreadread (((テテテススストトト読読読みみみ取取取りりり)))] をクリックして、どのセンサー値が読み取られるかを確認します。これ
は、装置が正しく設定され、配線されていることを確認する簡単な方法です。

9. [SampleSampleSample timetimetime (((サササンンンプププルルル時時時間間間)))] を設定し、時間の単位を選択します。

10. [RetentionRetentionRetention timetimetime (((保保保存存存期期期間間間)))] を設定します。保存期間には、作成されたデータファイルがSDカード上に保
持される期間を指定します。指定した期間が経過すると、それらのファイルは自動的に削除されます。

11. [追追追加加加] をクリックします。

12. [StartStartStart (((開開開始始始)))] をクリックして、データソースからの読み取りを開始します。

注
[WriteWriteWrite tototo ModbusModbusModbus devicedevicedevice (Modbus(Modbus(Modbusデデデバババイイイスススににに書書書ききき込込込みみみ)))] セクションで、特定のレジスタの値を変更で
きます。たとえば、Modbusセンサーのボーレートを変更できます。別の使用例としては、同一の装置
が複数ある場合に、それらの装置が並列に通信できるようにするために、それらの装置に異なる装
置IDを割り当てます。
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GPSデータソースの追加

GPSデータソースの追加

この使用例では、RS232シリアル接続を介して接続されたGPS装置を追加します。

1. [+++ AddAddAdd DataDataData sourcesourcesource (((デデデーーータタタソソソーーースススののの追追追加加加))) ] をクリックします。

2. ソースの名前を入力します。

3. [TTTypeypeype (((タタタイイイプププ)))] ドロップダウンメニューで [SatelliteSatelliteSatellite navigationnavigationnavigation (GPS)(GPS)(GPS) (((衛衛衛星星星ナナナビビビゲゲゲーーーシシショョョンンン (GPS))(GPS))(GPS)) ]
を選択します。

4. [CurrentCurrentCurrent serialserialserial portportport configurationconfigurationconfiguration ononon mainmainmain unitunitunit (((メメメイイインンンユユユニニニッッットトトののの現現現在在在のののシシシリリリアアアルルルポポポーーートトト設設設定定定)))] リンク
をクリックし、RS232RS232RS232 GPSGPSGPSデデデバババイイイスススの要件に合わせてカメラのシリアルポートを設定します。必要に応じ
て、GPSベンダーのマニュアルを参照してください。

5. アプリケーションに戻り、[RetentionRetentionRetention timetimetime (((保保保存存存期期期間間間)))] を設定します。保存期間には、作成されたデー
タファイルがSDカード上に保持される期間を指定します。指定した期間が経過すると、それらの
ファイルは自動的に削除されます。

6. [追追追加加加] をクリックします。

7. [StartStartStart (((開開開始始始)))] をクリックして、データソースからの読み取りを開始します。

イイイベベベンンントトトのののロロログググ記記記録録録ををを有有有効効効にににすすするるる (((オオオプププシシショョョンンン))):

1. データソース設定に移動します。

2. 速度イベント機能を有効にするには、[SpeedSpeedSpeed eventeventevent (((速速速度度度イイイベベベンンントトト)))] をオンに切り替えます。

3. 適切な閾値を選択します。

4. イベントをルールの条件として使用するには、「」の手順7～14を実行します。

注
GPSデータソースは、シリアルポートモードがRS232に設定されている場合にのみ機能します。RS485で接
続されたGPSの使用はサポートされていません。
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イベント管理でセンサーデータを使用する

イベント管理でセンサーデータを使用する

この使用例では、装置の加速度センサーからのデータに基づいてLEDを点滅させます。

装置のWebインターフェースでアプリに移動します。

1. [SourcesSourcesSources (((ソソソーーーススス)))] に移動します。

2. [AccelerometerAccelerometerAccelerometer (((加加加速速速度度度セセセンンンサササーーー)))] に移動し、[...] メニューをクリックします。

3. ドロップダウンメニューで [EditEditEdit (((編編編集集集)))] を選択します。

4. [ShockShockShock eventeventevent (((衝衝衝撃撃撃イイイベベベンンントトト)))] を有効にします。

5. [ShockShockShock triggertriggertrigger levellevellevel (((衝衝衝撃撃撃トトトリリリガガガーーーレレレベベベルルル)))] を、超えるとイベントがトリガーされる閾値に設定します。

6. [保保保存存存] をクリックします。

7. [SystemSystemSystem >>> EventsEventsEvents (((シシシススステテテムムム >>> イイイベベベンンントトト)))] に移動します。

8. [+Add+Add+Add aaa rulerulerule (((ルルルーーールルルののの追追追加加加)))] をクリックします。

9. ルールの名前を入力します。

10. [ConditionConditionCondition (((条条条件件件)))] で、ドロップダウンメニューから [AXISAXISAXIS SensorSensorSensor MetricsMetricsMetrics Dashboard:Dashboard:Dashboard: ShockShockShock (AXIS(AXIS(AXIS
SensorSensorSensor MetricsMetricsMetrics Dashboard:Dashboard:Dashboard: 衝衝衝撃撃撃)))] を選択します。

11. [ActionActionAction (((アアアクククシシショョョンンン)))] で、[FlashFlashFlash statusstatusstatus LEDLEDLED (((ススステテテーーータタタスススLEDLEDLEDののの点点点滅滅滅)))] を選択します。

12. 色を選択します。

13. 点滅の持続時間を選択します。

14. [保保保存存存] をクリックします。

9



ユーザーマニュアル Ver. M6.2
AXIS Sensor Metrics Dashboard 日付： 2024年6月
© Axis Communications AB, 2023年 - 2024 部品番号 T10201017


